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千
軒
町
遺
跡

１

所
在
地
　
　
　
広
島
県
福
山
市
車
戸
町

２

調
査
期
間
　
　
一
九
七
八
年

（昭
５３
ゴ

一月
と
十
二
月

３

発
掘
機
関
　
　
広
島
県
車
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所

４

調
査
担
当
者
　
広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所
代
表
　
松
下
正
司

５

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６

遺
跡
の
年
代
　
鎌
倉
ぞ
江
戸
時
代

７

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
年
度
は
中
洲
北
部
を
調
査
し
、
柵
に
囲
ま
れ
た
条
落
の
一
端
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
木
簡
は
Ｓ
Ｋ

一
三
〇
〇
土
城
、
Ｓ
Ｅ

一
五
〇

一
。
一
六
八
三
井
戸
、

Ｓ
Ｄ

一
三
七
五
溝
、
Ｓ
Ｇ

一
七

一
〇
池
な
ど
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
う
ち
Ｓ
Ｋ

一
三
〇
〇
か
ら
は
長
方
形
の
板
材
に
墨
書
し
た
も
の
が
五
二
点
、
Ｓ
Ｅ

一
五
〇

一
か
ら
削
層
が
六
六
六
点
出
上
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｋ

一
三
〇
〇
は
長
径
七

。
九

ｍ

短
径
六

・
三
ｍ
×
深

一
？

一
・
二
ｍ
を
測
る
土
媛
で
、
底
部
に
は
青
灰
色
土
層

が
、
上
部
に
は
黒
灰
色
土
層
が
堆
積
し
て
お
り
遺
物
が
多
量
に
出
土
し
た
。
出

土
状
況
か
ら
単
な
る
ご
み
捨
穴
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
Ｓ
Ｅ

一
五
〇

一

は
径
二
・
五
？
三
ｍ
の
掘
方
に

一
辺
約

一
ｍ
の
横
桟
型
井
戸
側
を
据
え
た
も
の

で
内
部
に
は
暗
灰
色
粘
質
土
が
堆
積
し
て
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

Ｓ
Ｋ

一
三
〇
〇
か
ら
は
多
量
の
上
師
質
土
器
や
古
銭

・
石
鍋

・
本
製
品

（漆

器

、
箸
状
木
製
品

・
下
駄

・
草
履
状
木
製
品
な
ど
）
な
ど
が
、
Ｓ
Ｅ

一
五
〇

一

か
ら
は
土
師
質
土
器

・
青
磁
椀

。
箸
状
木
製
品
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

８

木
簡
の
釈
文

・
内
容

本
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
木
簡
は
、
削
層
を
除
け
ば
従
来
は
角
材
に
穿
孔
し
た

も
の

（Ａ
）
が
多
か
っ
た
が
、
今
回
は
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
込
み

を
入
れ
た
も
の
（Ｂ
）
、
な
い
し
は
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
が
多

く
出
上
し
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
た
だ
内
容
的
に
は
、
商
人
の
帳
簿

・
伝

票
な
い
し
は
そ
の
メ
モ
に
供
さ
れ
た
と
思
わ
れ
、
従
来
の
も
の
と
の
相
違
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
。

①
　
名
＜
ミ
あ
か
し
の
れ
う

二
あ
ふ
ら

一
か
う
を

三
百
十
文

エ
ロ
か
う

き
の
し
や
う
の
あ
ふ
ら
」

名
＜
う
十

一
月
十
八
日
よ
り

は
し
め
て
あ
か
す
　
　
　
　
　
　
　
　
」

〕
ヽ
い
×
ω
ヽ
×
『
　
⇔
∞
呻

Ｂ
タ
イ
プ
に
属
す
る
付
札
。
御
灯
明
用
の
油

一
合
を
三
百
十
文
で

「
き
の

し
や
う
」
（木
之
庄
か
）
か
ら
買
っ
た
こ
と
を
示
す
。

②
　

「
＜
ミ
国
よ
と
九
め
と
百
八
十
□
□

〕

さ
か

へ
の
を
と
二
郎
ら
い
十
月

□
く
□
三
六
月
甘
三
日
」
　

　

　

　

囀∞Φ×
∞Φ、

需
中

来
る
十
月
に
さ
か
へ
（坂
部
か
）
の
を
と
二
郎
に
用
立
て
る
こ
と
を
記
し

た

一
種
の
覚
え
で
Ｂ
タ
イ
プ
の
木
札
。
「
き
の
し
や
う
」
「
さ
か
へ
」
は
共
に



1978年出上の本簡

草
戸
に
近
接
す
る
農
村
と
推
察
さ
れ
る
。

（異
筆
）

Ｏ
　
ｏ「
＜
メ
う
ま
ミ
そ
の
し
ら
け

む
き
十

一
月
甘
四
日
　
」
　
　
　
　
　
　
　
や朗
×
中ぃ、

９
］

十
一
月
廿
四
日
に
精
麦
を
取
引
き
し
た
時
の
付
札
。

い
　

「
＜
か
ね
□
□
□
□
□
回
四
百
□
□
□

あ
ロ
ミ
か
し
廿
三

も
と
百
と
り
ふ
ん
日
日
と
□
て
　
　
　
　
」

名
＜
一
は
か
り
て
回
□
十
月
甘
日

も
と
百
と
り
ふ
ん
□
□
□
と
り
て

一
人

＝
一回足
柄
嵯
割
一国人

・
「
　

　

　

　

　

　

　

Π

Ц

（倒
書
）

Ｆ
一百
六
十
文
日
Ｈ
日
Ш

□
　
□
　
一
一　
文

六
十
回
カ
ミ
回
　
　
」

カ
ミ
を
売
買
し
た
時
の
覚
え
。

草戸千軒遺跡概念図

Ｌ」
（右
側
面
）

中
∞
『
×

∞
⇔
×

∞
　

⇔
∞
］

Ｆ
Ｏ
×

∞
∞
×

］
ド
　

Φ
岸
Ｆ

こ
の
ほ
か
折
敷
片
に
人
名
を
記
し
た
も
の
や
、
柿
経
、

削
暦
、
断
片
な
ど
総
計
七
二
六
点
が
出
土
し
て
い
る
。

９

関
係
文
献

志
田
原
重
人
ほ
か

「
車
戸
千
軒
町
遺
跡
第
二
四
次
発
据
調
査
概
要
」

（調
査
研
究
ニ
ュ
ー
ス

『車
戸
千
軒
』
六
四
）
一
九
七
八
年

山
県
元
ほ
か

「
車
戸
千
軒
町
遺
跡
第
二
五
次
発
掘
調
査
概
要
」

（同
右
一ハ
八
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
九
年

小
都
隆
ほ
か

「
草
戸
千
軒
町
遺
跡
第
二
六
次
発
据
調
査
概
要
」

（同
右
六
九
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
九
年

（志
田
原
重
人
）


